
広島建労のホームページ URL:https://hiro-ken.com/　メールアドレス E-mail:hiroshimakenrou＠hiro-ken.com

国
会
請
願
採
択
を
力
に

持
続
可
能
な
建
設
業
に
向
け
て

ガ
ン
バ
ロ
ウ

発　行　所
広島県建設労働組合

〒733-0013　広島市西区横川新町８番12号
電話（082）232-6238　FAX（082）294-0248

発行人　書記長　藤 岡　祐 二
（機関紙は有料 組合員の機関紙代は組合費に含む）

定価１部70円　　毎月１回10日発行

ホームページ
ひろしまけんろう 検索

（別途通信料金が必要となります）

スマホ携帯から
携帯でQRコードを
読み込んで下さい

議
長
と
な
っ
た
髙
野
副
委
員
長雨で傘をさしながらもプラカードをしっかり掲げる

壇上で6項目の要請内容を説明する中西委員長（中央）

団結ガンバロウ

　

開
会
あ
い
さ
つ
後
、
議
長
団

に
長
野
県
建
設
労
連
と
広
島
建

労
か
ら
選
出
さ
れ
、
広
島
は
髙

野
副
委
員
長
が
務
め
ま
し
た
。

　

全
建
総
連
・
中
西
委
員
長
の

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
、
６
項

目
の
要
請
内
容
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
交
渉
団
代
表
決
意
表

明
を
全
建
総
連
・
鈴
木
副
委
員

長
が
行
い
ま
し
た
。

　

各
政
党
国
会
議
員
の
代
表
か

ら
の
来
賓
あ
い
さ
つ
後
、
中
西

委
員
長
が
要
請
書
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　

全
建
総
連
・
勝
野
書
記
長
か

ら
の
基
調
報
告
で
は
、
「
持
続

可
能
な
建
設
業
の
実
現
に
向
け

た
１
０
０
万
人
国
会
請
願
署
名
」

　

【
教
宣
副
部
長
・
上
野
将
俊
】
全
建
総
連
は
、
７
月
12
日(

金)

に
「
国
会
請
願
採
択
を
力
に
、
持
続
可
能
な
建
設
業
に
向
け
て

大
幅
な
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
、
建
設
国
保
の
育
成
・
強
化
で

仕
事
と
暮
ら
し
を
守
ろ
う
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
７
・
12

予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会
を
東
京
・
日
比
谷
公
園
大
音
楽
堂

で
開
催
。
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
、
46
県
連
・
組
合
２
０
０
１
人

の
仲
間
が
結
集
し
、
広
島
建
労
か
ら
も
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

中央 大会決 起
物価高騰から

仕事と暮らしを守れ！

100万人
国会請願署名
ご協力に感謝（4面）

23 各地域の住宅デー特集
4 建設業法・入契法・品確法改正
6 特定技能外国人のCCUS支援
建設国保関連記事の掲載：5面

今月の紙面

賃金アンケートHP

2024年度「賃金アンケート」を実施

「労働安全標語」を募集

賃金対策部

　全組合員さんを対象に賃金アンケートを実施します！ア
ンケート用紙は所属の窓口から配布します。インターネッ
トでも回答できます。インターネットで回答された方は用
紙の提出は不要です。最後の読者アンケートに回答すると、
抽選で20人の方に500円分のクオカードが当たります。イ
ンターネット限定ですので、初めての方
もぜひチャレンジしてみてください。

■取 組 期 間：7月1日 ～ 9月30日
■調査対象月：今年3月の一か月間
インターネット版はこちらから
（所要時間6分程度）

　川柳の募集を行います。
　最優秀賞に選ばれた作品は、広建新報2025年1月10
日号で発表します。以下の応募要項に従って、ご応募く
ださい。
参加資格：組合員とその家族
応募要項：1人1作品。
　川柳にはテーマを設けておりませんが、応募は未発
表作品に限ります。必ず応募票をハガキまたはFAXに貼
り、川柳を広島建労教宣部(〒733-0013　広島市西区
横川新町8-12　FAX：082-294-0248)宛にお送りいた
だくか、広島建労ホームページからご応募ください。
受付期間：7月10日(水)～10月18日(金)
　 賞 　：各賞は一般投票の結果で決定

最優秀賞 1本…賞状、クオカード5,000円分
優 秀 賞 2本…賞状、クオカード3,000円分
佳　　作 4本…賞状、クオカード1,000円分

投票期間：10月23日(水)～11月8日(金)
　　　　　　　　　(投票は1作品につき、最大1投票)
※ホームページからの投票（投票にはGoogleの
アカウントが必要）にふるってご参加ください。

発　　表：広建新報2025年1月10日号

職人川柳
応募HPは

こちらから

「職人川柳」応募票

組合員氏名

応募者氏名

住　　　所

所 属 地 連 　第　　地連

職人川柳の募集 教育宣伝部

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

を
１
２
０
万
筆
近
く
集
約
で
き

た
こ
と
や
、
「
建
設
国
保
へ
の

現
行
補
助
水
準
確
保
」
の
た
め

の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に
対
す
る

お
礼
の
言
葉
、
建
設
産
業
の
担

い
手
確
保
・
育
成
、
賃
金
・
単

価
の
大
幅
引
き
上
げ
の
要
求
、

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
の
更
な
る
普
及
・
促
進
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
見
直
し
、
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
救
済
と

根
絶
な
ど
を
求
め
て
い
く
と
い

　安全意識の向上と普及を目指すため、今年も下記の要
項に沿って「労働安全標語」募集し、最優秀作品は来年
度の広島建労安全対策部スローガンにします。ぜひご応募
ください。
内　　容：労働安全に関する標語
文 字 数：できるだけ分かりやすい表現で簡潔なもの
応 募 先：各地連事務所

(県本部へ投稿があった場合、地連事務所へ転送)
募集期間：8月～11月末日まで
謝　　礼：最優秀1本5千円・優秀1本3千円

佳作3本2千円(商品券にて)
応募資格：組合員さんと、そのご家族(1人1作品まで)
選　　考：12月初旬
※入賞作品5本は、全建総連「労働安全標語募集」企画

に、広島建労の代表作品として応募します。

安全対策部

参
加
者
の
声

第
４
地
連
広
島
中
央

猪
木　

豊
さ
ん

　

初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
に
多
く
の
方
々
が
参

加
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
主
婦

の
会
や
議
員
な
ど
女
性
の
方
も

結
構
お
ら
れ
る
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。
た
だ
、
若
い
人
の
参
加

が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
た
の
で
、

そ
こ
が
寂
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
今
45
歳
で
す
が
、
担
い

手
の
一
人
と
し
て
、
今
後
も
仕

事
や
組
合
活
動
を
頑
張
っ
て
い

こ
う
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

う
こ
と
で
し
た
。

　

東
京
都
連
代
表
に
よ
る

決
意
表
明
後
、
大
会
決
議

が
提
案
さ
れ
、
拍
手
多
数

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
「
建
設
国
保
育
成
・

強
化
」
「
賃
金
・
単
価
大

ありがとうございました

幅
引
き
上
げ
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド

を
全
員
で
掲
げ
て
唱
和
し
、
最

後
に
全
建
総
連
・
平
山
副
委
員

長
に
よ
る
閉
会
の
あ
い
さ
つ
、

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
散
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
は
熱
中
症
な
ど
健
康
面

を
考
慮
し
て
、
デ
モ
行
進
は
中

止
と
事
前
に
決
ま
っ
て
い
た
た

め
、
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
回
、
秋
の
中
央
総
決
起
大

会
で
は
参
加
者
全
員
で
行
進
し
、

私
た
ち
の
思
い
を
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
で
響
か
せ
た
い
と
思
い

ま
す
。

7.12
団結

団結
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一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

第１地連福山第１地連福山第３地連第３地連
しまなみしまなみ

第
５
地
連
瀬
戸
内

第
５
地
連
瀬
戸
内

保育園で網戸の張替え

門主地連長（中央）のあいさつで心を1つにして各所へ向かう

住宅デーに参加した面々

呉の吉浦に参加の組合員

黙々と刃物研ぎに集中です

今から各作業場所に出発

新市交流館でブラインド取り替え

保
育
園
に
棚
板
を
設
置

　

【
住
対
部
長
・
渡
邉
朝
展
】

　

１
９
７
８
年
に
全
建
総
連
が

６
月
25
日
を
「
住
宅
デ
ー
」
と

し
、
地
域
の
皆
様
に
私
た
ち
の

仕
事
と
技
能
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

今
年
も
広
島
建
労
は
６
月
25

日
を
中
心
に
、
各
地
域
で
住
宅

デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

施
設
な
ど
の
修
繕
お
よ
び
改

修
作
業
・
刃
物
研
ぎ
・
マ
イ
箸

作
り
・
木
工
教
室
・
住
宅
相
談

な
ど
、
地
域
ご
と
に
様
々
な
内

容
で
実
施
し
ま
し
た
（
秋
に
向

け
て
、
こ
れ
か
ら
開
催
さ
れ
る

地
連
も
あ
り
ま
す
）
。

　

初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
は
組

合
員
同
士
の
交
流
に
よ
り
、
新

し
い
仲
間
が
で
き
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
住
宅
デ
ー
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
が
地
域
交
流
の
場

と
な
り
、
建
労
や
技
術
な
ど
の

Ｐ
Ｒ
活
動
に
よ
っ
て
、
組
合
員

の
新
規
加
入
促
進
や
仕
事
確
保

に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
と
思
い

ま
す
。

広島建労
住宅デー

４
か
所
で
作
業
を
実
施

関
係
施
設
の
方
々
か
ら
感
謝
の
言
葉

芦
品
地
区
で
12
人
が
参
加

交
流
館
や
保
育
園
で

修
理
、
取
り
替
え
な
ど
実
施

地
域
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ

建
労
を
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会

３会場で刃物研ぎ
雨で予定の半分でも
「来年も続けたいね」

　

【
教
宣
専
門
委
員
・
髙
橋
潔
士
】

６
月
23
日(

日)

小
雨
が
降
る
中
、
第

47
回
住
宅
デ
ー
を
35
人
の
参
加
で
開

　

【
教
宣
副
専
門
委
員
・
石
岡

和
則
】
６
月
23
日(

日)

に
芦
品

地
区
で
は
、
第
47
回
住
宅
デ
ー

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
人
数
は

12
人
で
す
。

　

今
年
度
の
作
業
箇
所
は
複
数

あ
り
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ

た
作
業
場
所
に
分
か
れ
て
各
自

手
際
よ
く
出
発
し
ま
し
た
。

　

網
引
交
流
館
で
は
、
網
戸
枠

修
理
や
ド
ア
ノ
ブ
交
換
、
戸
手

交
流
館
で
は
、
ガ
ラ
ス
パ
ッ
キ

ン
を
取
り
替
え
ま
し
た
。

新
市
交
流
館
で
は
、
ト
イ
レ

　

【
教
宣
専
門
委
員
・
松
田
茂

典
】
６
月
22
日(

土)

は
安
芸
津
、

６
月
23
日(

日)

は
呉
の
吉
浦
と

音
戸
で
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

住
宅
デ
ー
と
は
、
建
労
を
一

般
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
色
々
な
活
動
や
行
事
を
行
う

　

【
教
宣
専
門
委
員
・
山
内
和
文
】

６
月
23
日(

日)

尾
道
会
場
、
30
日(

日)

世
羅
会
場
の
２
か
所
で
住
宅
デ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

尾
道
会
場
で
は
、
市
内
ス
ー
パ
ー

の
駐
車
場
を
お
借
り
し
て
、
催
し
と

し
て
刃
物
研
ぎ
、
網
戸
の
張
り
替
え
、

マ
イ
箸
作
り
を
、
販
売
物
と
し
て
組

合
員
の
職
人
さ
ん
が
手
掛
け
た
花
ゴ

ザ
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

世
羅
会
場
で
は
、
３
か
所
の
保
育

園
（
い
お
・
に
し
お
お
た
・
せ
ら
に

し
）
で
網
戸
の
張
り
替
え
、
ト
イ
レ

の
蓋
・
棚
板
設
置
な
ど
の
奉
仕
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
毎
年
の
こ
の
活
動

は
地
域
の
皆
様
に
大
変
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
住
宅
デ
ー
で
は
、
幸

千
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
紫
雲
荘
、
春
日
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
手
城
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
の
計
４
か
所
で
、

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
カ
ー
テ
ン
の

取
り
付
け
、
壁
巾
木
の
修
繕
、

手
摺
・
ブ
ラ
イ
ン
ド
・
ド
ア
の

取
っ
手
な
ど
の
取
り
付
け
作
業

の
他
、
地
連
事
務
所
周
り
の
溝

掃
除
、
草
取
り
、
事
務
所
内
の

エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
の
清
掃

や
窓
ふ
き
も
実
施
し
ま
し
た
。

作
業
終
了
の
後
、
各
関
係
施
設

の
方
々
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
作
業
、
問
題
や
事
故
も
な

く
ス
ム
ー
ズ
に
終
え
、
そ
の
後
、

今
回
の
活
動
の
気
付
き
や
成
果

を
各
リ
ー
ダ
ー
に
発
表
し
て
も

ら
い
解
散
し
ま
し
た
。

水
漏
れ
修
理
、
会
議
室
の
照
明

器
具
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
の
取
り
替

え
、
芦
品
支
部
会
館
の
配
布
物

置
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
作
成
、
外
部
車
止

め
柵
作
成
を
実
施
し
ま
し
た
。

全
国
統
一
デ
ー
で
す
。

　

３
会
場
と
も
刃
物
研
ぎ
を
し

て
、
安
芸
津
（
約
60
本
）
、
吉

浦
（
約
40
本
）
、
音
戸
（
約
60

本
）
。
包
丁
が
主
で
し
た
が
、

中
に
は
ハ
サ
ミ
や
ノ
ミ
な
ど
も

あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
吉
浦
の
組
合
員
さ

　

尾
道
会
場
の
開
催
日
は
１
日
中
大
変
な

雨
が
降
る
日
で
、
ス
ー
パ
ー
に
来
店
の
お

客
様
も
少
な
く
、
足
早
に
通
り
過
ぎ
ら
れ

ま
し
た
が
、
数
人
の
方
に
足
を
止
め
て
声

を
掛
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
網
戸

の
張
り
替
え
依
頼
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
組
合
の
活
動
が
、
広
島
建
労

の
存
在
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
く

良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

ん
は
「
今
日
は
天
気
が
悪
す
ぎ

た
。
こ
ん
な
に
雨
が
降
っ
た
ら

誰
も
家
か
ら
出
な
い
よ
。
予
定

の
半
分
く
ら
い
だ
ね
。
で
も
、

こ
の
雨
の
中
、
来
て
く
れ
た
人

も
い
る
。
顔
見
知
り
の
人
も
来

て
く
れ
た
し
、
来
年
も
続
け
た

い
ね
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

第47回

　

中
須
た
ま
保
育
園
で
は
、
教

室
の
分
離
柵
の
作
成
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
作
業
は
前
も
っ
て

木
材
加
工
が
必
要
で
し
た
。

　

全
て
の
作
業
は
予
定
時
間
内

に
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
に

喜
ば
れ
る
活
動
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

第２地連芦品第２地連芦品
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第８地連第８地連
広 島 西広 島 西

第11地連第11地連
三　　次三　　次

第12地連第12地連
庄　　原庄　　原

保
育
所
で
ク
ロ
ス
の
張
り
替
え

真っ直ぐに穴が開くように奮闘中

多目的ボックス（4年生）巣箱（6年生）

3人並んでロッカーを修繕中 台が6台できました（豊平学園）

植
木
鉢
の
台
を
生
徒
と
楽
し
く
真
剣
に
作
る
（
豊
平
学
園
）

今
か
ら
や
る
ゾ
ー
!!

　

【
南
地
区
長
・
下
野
征
弥
】

南
地
区
で
は
、
６
月
24
日(

月)

広
島
市
立
黄
金
山
小
学
校
で
、

「
木
材
加
工
体
験
教
室
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
は
安
古
市

地
区
か
ら
視
察
を
兼
ね
て
２
人
、

南
地
区
組
合
員
８
人
の
計
10
人

の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

　

「
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を

体
験
し
て
も
ら
う
」
と
い
う
趣

旨
で
毎
年
開
催
。
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
一
環
と
し
て
、
身
近
な
職

業
に
触
れ
る
学
習
の
機
会
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

６
年
生
は
巣
箱
、
４
年
生
は

多
目
的
ボ
ッ
ク
ス
を
作
り
ま
し

た
。
６
年
生
は
、
す
で
に
４
年

生
の
時
に
多
目
的
ボ
ッ
ク
ス
を

作
っ
て
お
り
、
今
回
は
２
度
目

の
体
験
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

「
差
金
」
「
の
こ
ぎ
り
」
「
金

槌
」
な
ど
道
具
の
使
用
に
す
ん

な
り
と
入
っ
て
い
っ
た
よ
う
に

思
え
ま
し
た
。
一
方
、
４
年
生

地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
取
材

色
々
な
業
種
で
力
を
合
わ
せ
作
業

幼
稚
園
で
修
繕
や
交
換
に
11
人

安
全
面
考
慮
で
土
曜
日
の
工
事

親
子
木
工
教
室
で
マ
ル
チ
ラ
ッ
ク

38
組
が
慣
れ
な
い
道
具
に
悪
戦
苦
闘

黄金山小学校で
木材加工体験教室
「ものづくりが好きになった」

屋根補修
掲示板取付け
包丁研ぎ
木工教室など実施で地域にPR

　

【
住
対
専
門
委
員
・
岡
村
大
】

６
月
22
日(

土)

津
田
市
民
セ
ン

タ
ー
、
６
月
23
日(

日)

地
連
会

　

【
教
宣
専
門
委
員
・
佐
々
木

哲
司
】
住
宅
デ
ー
の
奉
仕
作
業

を
６
月
23
日(

日)

と
30
日(

日)

に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
三
次
地
区
、
作
木
地

　

【
住
対
副
専
門
委
員
・
廣
増

一
宏
】
６
月
23
日(

日)

に
千
代

田
、
大
朝
、
芸
北
地
区
と
６
月

30
日(

日)

に
豊
平
地
区
に
お
い

て
住
宅
デ
ー
の
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

千
代
田
、
大
朝
地
区
は
独
居

老
人
宅
の
屋
根
補
修
作
業
を
参

加
者
10
人
で
実
施
し
、
雨
が
降

る
前
に
作
業
を
終
わ
ら
せ
る
こ

　

【
教
宣
専
門
委
員
・
大
澤
剛
】

６
月
22
日(

土)

に
住
宅
デ
ー
を

庄
原
幼
稚
園
で
行
い
ま
し
た
。

館
で
親
子
木
工
教
室
を
開
催
。

今
年
は
「
マ
ル
チ
ラ
ッ
ク
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

区
、
甲
奴
地
区
、
君
田
地
区
、

総
勢
53
人
で
の
奉
仕
作
業
で
す
。

　

当
三
次
地
区
の
奉
仕
作
業
は

５
か
所
の
市
立
保
育
所
を
27
人

で
行
い
ま
し
た
。

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

同
じ
日
に
芸
北
地
区
で
は
、

参
加
者
９
人
で
芸
北
中
学
校
の

掲
示
板
を
取
り
付
け
、
山
元
工

務
店
の
作
業
場
を
借
り
て
包
丁

研
ぎ
を
行
い
ま
し
た
。
40
本
も

の
包
丁
と
鎌
が
研
が
れ
、
大
変

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

豊
平
学
園
で
は
木
工
教
室
を

開
き
ま
し
た
。
参
加
者
４
人
と

　

園
児
が
使
う
下
駄
箱
や
ロ
ッ

カ
ー
の
修
繕
、
教
室
の
建
具
の

戸
車
交
換
な
ど
を
組
合
員
11
人

で
行
い
ま
し
た
。

　

安
全
面
を
考
慮
し
、
園
児
の

い
な
い
土
曜
日
に
工
事
を
行
い

ま
し
た
が
、
立
ち
会
っ
て
い
た

は
初
め
て
と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
ら
の
道
具
を
難
し
そ
う

に
扱
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ど
の
児
童
も
、
も
の
づ
く

り
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
、

熱
気
の
あ
る
授
業
と
な
り
、

線
の
書
き
直
し
、
釘
の
打
ち

直
し
な
ど
、
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
も
、
時
間
内
に
無
事
仕

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

授
業
の
終
わ
り
に
感
想
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
楽
し
か
っ

た
」
と
大
き
な
返
事
が
返
っ

て
来
た
の
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。

　

回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を

見
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
児
童

が
「
も
の
づ
く
り
が
好
き
に

な
っ
た
」
と
の
回
答
で
、
も

の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
感
じ
、

興
味
を
持
っ
て
貰
っ
た
こ
と

は
、
大
変
有
意
義
な
体
験
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

佐
伯
地

区
は
組
合

員
の
講
師

10
人
が
親

子
16
組
を
、

五
日
市
・

湯
来
地
区

は
組
合
員

の
講
師
８

人
が
午
前

12
組
と
午

後
10
組
の

参
加
者
を

指
導
し
ま

し
た
。

　

初
め
て
参
加
の
子
供
た
ち
は
、

慣
れ
な
い
道
具
に
悪
戦
苦
闘
。

何
度
か
参
加
し
て
い
る
子
供
は
、

少
し
慣
れ
た
手
つ
き
で
！
み
ん

な
楽
し
そ
う
に
、
個
性
溢
れ
る

作
品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
講
師
も
子
供
た
ち
に

分
か
り
易
く
説
明
を
し
よ
う
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
つ
い

日
頃
使
っ
て
い
る
専
門
用
語
に

な
っ
て
し
ま
い
、
説
明
の
難
し

さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
も
の
づ
く
り
の

楽
し
さ
を
、
講
師
た
ち
は
伝
え

る
難
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
た
１
日
で
し
た
。

　

藤
井
地
区
長
、
三
次
市
子
育

て
支
援
課
課
長
の
あ
い
さ
つ
後
、

矢
野
住
対
専
門
委
員
が
作
業
内

容
な
ど
の
説
明
を
行
い
、
あ
い

に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
各
保

育
所
へ
建
具
の
修
理
、
網
戸
・

ク
ロ
ス
・
床
の
張
り
替
え
、
ペ

ン
キ
塗
り
、
巾
木
の
修
理
、
敷

居
の
改
善
、
水
栓
の
取
り
替
え
、

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
設
置
な
ど

へ
出
発
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
取
材
を
受
け
緊
張
す
る
中
、

手
慣
れ
た
作
業
の
人
、
不
慣
れ

な
作
業
の
人
と
、
色
々
な
業
種

の
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
作
業

し
ま
し
た
。

少
な
い
な
か
、
１
人
は
外
部
廊

下
の
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
下
地

作
業
を
行
い
、
残
り
３
人
で
15

人
の
生
徒
と
楽
し
く
も
真
剣
に

植
木
鉢
の
台
を
６
台
作
り
ま
し

た
。
見
事
な
出
来
栄
え
に
先
生

も
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

組
合
の
活
動
で
地
域
に
Ｐ
Ｒ

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

だ
い
た
園
長
や
職
員
の
方
々
に

は
、
「
使
い
や
す
く
な
っ
た
」

「
ケ
ガ
の
心
配
が
な
く
な
っ
た
」

な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
の
皆
様
に
役
立

つ
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
数
年
の
奉

仕
作
業
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め
、

作
業
の
依
頼
項
目
が
大
変
多
く
、

す
べ
て
の
作
業
が
終
わ
る
と
お

昼
を
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。

　

各
所
の
所
長
さ
ん
に
「
こ
れ

か
ら
は
使
い
や
す
く
、
子
ど
も

た
ち
も
安
全
に
過
ご
せ
ま
す
」

と
、
う
れ
し
い
言
葉
を
い
た
だ

き
、
毎
年
奉
仕
作
業
を
や
っ
て

来
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

作
業
後
に
昼
食
と
懇
談
を
行

い
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
弁
当

を
配
っ
て
終
わ
り
と
し
ま
し
た
。

「
忙
し
か
っ
た
け
ど
、
み
ん
な

に
喜
ば
れ
て
良
か
っ
た
」
と
言

い
な
が
ら
皆
さ
ん
帰
っ
て
行
き

ま
し
た
。

　

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
皆

さ
ん
も
、
来
年
は
参
加
し
て
気

持
ち
の
い
い
汗
を
流
し
て
欲
し

い
で
す
。

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

第
９
地
連
広
島
北

第
９
地
連
広
島
北

第
７
地
連

第
７
地
連

広　
　

島

広　
　

島
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ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
参
加
の
27
人

平
和
公
園
で
ガ
イ
ド
の
説
明

出
雲
大
社
神
楽
殿
の
大
注
連
縄

千
羽
鶴
再
利
用
の
た
め
選
別

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

７
組
で
２
コ
ー
ス
に

日
帰
り
旅
行
で

出
雲
大
社
と
ワ
イ
ナ
リ
ー

　

担
い
手
の
確
保
、
処
遇
改
善
、

働
き
方
改
革
、
地
域
建
設
業
等

の
維
持
、
生
産
性
向
上
な
ど
に

総
合
的
に
取
り
組
む
べ
く
、
「
公

共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に

関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
令
和
６
年
法
律
第

54
号
）
」
「
建
設
業
法
及
び
公

共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適

正
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和

６
年
法
律
第
49
号
）
」
が
、
国

会
で
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

第８地連第８地連
広 島 西広 島 西

第８地連第８地連
広 島 西広 島 西

　

【
副
地
連
・
長
尾
善
行
】
６

月
２
日(

日)

、
広
島
紅
葉
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
、
第
17
回
第

８
地
連
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を

開
催
。
友
好
地
連
の
方
々
と
第

８
地
連
の
組
合
員
27
人
が
参
加

し
、
７
組
で
２
つ
の
コ
ー
ス
（
三

　

【
副
地
連
・
谷
増
賢
治
】
６

月
16
日(

日)

、
第
８
地
連
広
島

西
日
帰
り
旅
行
と
し
て
、
36
人

で
出
雲
大
社
に
行
き
ま
し
た
。

　

島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
や
ワ
イ
ン
の
試
飲
を
楽

し
み
昼
食
会
場
へ
。
出
雲
観
光

セ
ン
タ
ー
で
の
昼
食
は
、
思
っ

て
い
た
以
上
の
美
味
し
さ
と
ボ

リ
ュ
ー
ム
で
、
皆
さ
ん
大
満
足

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

建
設
労
働
者
の
雇
用
改
善
、

能
力
開
発
、
担
い
手
確
保
・
育

成
に
向
け
た
諸
施
策
を
確
実
に

実
施
す
る
こ
と
を
求
め
、
昨
年

10
月
よ
り
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
１
０
０
万
人
国
会
請
願
署

名
は
１
万
２
９
４
８
筆
と
な
り

ま
し
た
。

　

集
約
し
た
請
願
署
名
用
紙
は
、

広
島
県
選
出
議
員
の
中
で
請
願

　

【
第
11
地
連
・
主
婦
の
会
会

長
・
下
岡
多
美
枝
】
６
月
20
日

と
21
日
の
２
日
間
、
広
島
で
２

０
１
９
年
以
来
、
５
年
ぶ
り
の

地
方
開
催
と
な
る
全
国
主
婦
交

流
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
参

加
者
は
、
広
島
駅
を
降
り
る
と

口
を
そ
ろ
え
て
、
「
広
島
は
来

る
た
び
に
き
れ
い
に
変
わ
っ
て

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

ノ
瀬
・
丸
子
コ
ー
ス
）
に
分
か

れ
、
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
の
ル
ー
ル

で
行
い
ま
し
た
。

　

９
時
20
分
に
集
合
し
て
簡
単

　

そ
の
後
、
出
雲
大
社
を
参
拝

し
、
歴
史
博
物
館
で
古
代
出
雲

の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
が
心
配
で
し
た
が
、

散
策
時
に
は
雨
も
上
が
り
蒸
し

暑
い
く
ら
い
で
し
た
。

　

帰
路
、
高
速
道
路
で
大
渋
滞

に
巻
き
込
ま
れ
る
ア
ク
シ
デ
ン

ト
も
あ
り
、
20
時
過
ぎ
の
到
着

と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
さ
れ

署
名
紹
介
を
承
認
い
た
だ
い
た

議
員
と
全
建
総
連
を
経
由
し
て
、

国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
で
は
１
１
９
万

６
２
４
８
筆
の
署
名
が
集
ま
り
、

全
国
会
議
員
の
半
数
以
上
と
な

る
３
６
８
人
の
国
会
議
員
か
ら

賛
同
署
名
を
得
、
３
１
０
人
の

紹
介
議
員
を
通
じ
て
、
衆
議
院

と
参
議
院
に
請
願
署
名
を
提
出

い
る
」
「
街
が
生
き
て
い
る
」

「
活
気
が
あ
る
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
再
会
と
な
っ
た

参
加
者
は
、
笑
顔
で
「
元
気
だ
っ

全国主婦
交流集会

広島
な
競
技
説
明
の
後
、
９
時
50
分

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

最
高
の
ゴ
ル
フ
日
和
で
、
皆
さ

ん
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー

を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
後
は
、
食
堂

た
皆
さ
ん
は
充
実
し
た
１
日
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
来

年
も
親
睦
旅
行
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

し
ま
し
た
。

　

請
願
は
、
６
月
21
日
の
参
議

院
本
会
議
に
お
い
て
、
「
建
設

労
働
者
の
雇
用
改
善
、
担
い
手

確
保
・
育
成
に
関
す
る
請
願
」

が
、
全
会
一
致
で
採
択
。
採
択

さ
れ
た
請
願
は
内
閣
に
送
付
さ

れ
、
内
閣
は
請
願
を
関
係
省
へ

送
付
し
、
そ
の
処
理
経
過
が
参

議
院
に
報
告
さ
れ
る
こ
と
に
な

た
？
」
と
声
を
掛
け
合
っ
て
お

ら
れ
、
こ
の
光
景
が
主
婦
の
会

の
つ
な
が
り
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。

　

１
日
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
（
全
国
主
婦
交
流
集
会
で
は

初
の
試
み
）
は
４
コ
ー
ス
に
分

か
れ
て
の
研
修
。
私
は
「
あ
の

日
か
ら
の
ヒ
ロ
シ
マ
〜
映
像
で

当
時
と
今
を
つ
な
ぐ
（
Ｖ
Ｒ
体

験
）
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
０
０
年
は
草
木
は
育
た
な

い
と
言
わ
れ
た
広
島
で
す
が
、

平
和
記
念
公
園
に
は
、
ク
ス
ノ

キ
、
イ
チ
ョ
ウ
、
ヤ
ナ
ギ
な
ど

新
緑
の
若
葉
が
美
し
く
風
に
揺

で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
成

績
は
、
優
勝
が
岡
村
大
さ
ん
、

２
位
長
田
孝
行
さ
ん
、
３
位
小

田
貴
志
さ
ん
で
す
。
各
自
賞
品

を
受
け
取
り
解
散
と
な
り
ま
し

た
。

り
ま
す
。

　

衆
議
院
で
の
取
り
扱
い
は
保

留
と
な
っ
た
も
の
の
、
改
正
建

設
業
法
等
の
附
帯
決
議
に
お
い

れ
、
川
の
向
こ
う
岸
に
は
キ
ョ

ウ
チ
ク
ト
ウ
が
満
開
。
ガ
イ
ド

さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
Ｖ

Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
使
用
し
て
、
原

爆
投
下
の
前
後
と
今
を
疑
似
体

験
し
ま
し
た
。

　

Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
は
当
時
を
カ

ラ
ー
で
表
現
す
る
の
で
、
ま
る

で
そ
の
場
所
に
自
分
が
い
る
よ

う
で
、
黒
い
雨
が
降
る
映
像
時

に
は
肩
が
濡
れ
た
よ
う
な
気
が

て
、
請
願
の
趣
旨
が
盛
り
込
ま

れ
た
こ
と
は
、
請
願
採
択
と
同

等
の
価
値
が
あ
り
、
極
め
て
大

き
な
成
果
で
す
。

　

こ
の
度
の
署
名
運
動
に
対
し
、

た
く
さ
ん
の
組
合
員
・
ご
家
族

の
皆
さ
ま
に
ご
署
名
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
　
　
広
島
県
建
設
労
働
組
合

　
　
　
執
行
委
員
長
　
原
　
正

し
ま
し
た
。

　

戦
争
を
知
ら
な
い
私
た
ち
も
、

平
和
の
大
切
さ
を
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ

ル
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

慰
霊
碑
に
献
納
す
る
千
羽
鶴

折
り
や
糸
通
し
に
、
皆
さ
ん
苦

戦
し
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
千
羽

鶴
折
り
活
動
は
続
け
よ
う
と
誓

い
合
い
ま
し
た
。

　

平
和
記
念
公
園
に
献
納
さ
れ

た
千
羽
鶴
は
、
古
く
な
る
と
再

生
紙
と
し
て
名
刺
な
ど
に
生
ま

れ
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

ガ
イ
ド
さ
ん
の
言
わ
れ
た
「
祈

る
平
和
か
ら
、
作
る
平
和
」
と

い
う
言
葉
が
今
も
心
に
残
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
主
婦
の

会
の
輪
を
大
切
に
活
動
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル

原
爆
投
下
前
後

カ
ラ
ー
で
体
験

に
分かれて
平和学習

国
会
請
願
署
名

１００
万人改正建設業法・入契法

6/14公布、1年半以内に施行

改正品確法
6/19公布・施行

in

改
正
建
設
業
法
の
一
部
改
正
　
　概
　要

４
コース

法律 一部改正
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【日　　時】1日目：2024年11月16日(土)　8：50～16：10(予定)
　2日目：2024年11月17日(日)　8：50～15：05(予定)

【会　　場】林業ビル　8F
（広島県労働基準協会：広島市中区上八丁堀8-23）

※駐車場・駐輪場はありません。
【受講資格】18歳以上かつ広島県建設労働組合の組合員であること
【受 講 料】受講代13,200円＋テキスト代1,980円＝15,180円(税込)

※テキスト代は改定される場合があります。
【定　　員】50人　※仮申込書FAX到着先着順(定員になり次第締め切り)

【申込方法】受講仮申込書(地連窓口にて配布またはHPからダウンロード
可)に必要事項を記入後、082-294-0248へFAXにて仮申込みをして下さい
(FAX到着確認後、必ず2日以内(土・日・祝日を除く)に電話連絡いたしま
すので、FAX送信後2日経過しても連絡が無い場合は、お手数ですが下記
問合わせ先までご連絡下さい)。仮申込書確認後、改めて本申込書を郵送
にて送付致します。

【申込開始日】8月21日(水)午前9時  (申込開始時間前のFAX到着分は無効)
【申込締切日】10月17日(木)　午後5時までに仮申込書到着分
【問合わせ先】広島県建設労働組合　(担当：塚本・鈴木)

〒733-0013　広島市西区横川新町8-12
TEL 082-232-6238　FAX082-294-0248

「石綿作業主任者 技能講習」実施案内

交通事故・けんかなど
第三者傷害にあったらすぐ連絡を

被保険者証兼高齢受給者証の
所得判定基準

入院中の食事

入院中の食事代が軽減されます
忘れず証交付の手続きを

交通事故にあったときは非
課
税
の
方

警察に連絡・建設国保へ届け出
　みなさんが病院に入院したとき、医療費と別に食事代を
１食あたり490円負担することになっています。
　しかし、所得区分が非課税の方と低所得Ⅰ・Ⅱの70歳

以上の方については、建設国保が交付する「国民健康保険限度額適
用・標準負担減額認定証」を病院へ提示することにより、入院中の食
事代が軽減されます。
　該当する組合員さんは、入院の事実が発生したらすぐに所属の地域
連合で証交付の手続きを行ってください。
　特に低所得Ⅰ・Ⅱに該当の70歳以上の方については、その証の提示
によって食事代だけでなく、入院中の医療費の負担額も大きく変わっ
てきます。もし、この証の提示がなければ、一般の所得区分の自己負
担限度額で計算した金額を請求され
てしまいますので、手続きを忘れな
いようにしましょう。
　なお、オンライン資格確認システ
ムが導入されている医療機関・薬局
等では、マイナンバーカードによる
限度額適用区分の確認が本人同意の
もと可能となっておりますので、証
の提示は不要ですが、事前にマイナ
ポータル等での健康保険証利用の登
録手続きが必要となります。

※届け出には組合員並びに届け出事項に該当するご家族の個人番
号が必要となりますので、個人番号の確認できる書類（個人番
号カード、個人番号通知カード、住民票）を必ずご持参下さい。

（※）食事代の減額については、届け出が必要となります。

区　分 判定基準 負担割合
現役並みⅢ ・課税標準額が690万円以上

3割現役並みⅡ ・課税標準額が380万円以上690万円未満
現役並みⅠ ・課税標準額が145万円以上380万円未満

一般

下記基準のいずれかに該当
・課税標準額が145万円未満
・70歳～74歳の被保険者の旧ただし書き所得

額の合計が210万円以下の場合

2割
低所得Ⅱ ・世帯全員が住民税非課税

低所得Ⅰ

下記基準のすべてに該当
・世帯全員が住民税非課税
・世帯全員の給与所得が10万円以下
・給与所得以外の他の所得が0円
・70歳以上の年金収入が80万円以下

◎建設国保に『第三者行為による被害届』を提出
事故証明書を添付

～示談について～
・示談は焦らず慎重に行い、治療が全部済んでから行うようにする
・示談の内容によって建設国保が支払っている治療費を加害者に請求で

きなくなることがあるので、示談をする前に必ず建設国保に連絡を

★ 注　意 ★
　仕事中や通勤・帰宅途中の交通事故については、労働災害にな
り、労災保険を使って治療を受けることになります。建設国保へ届
け出ても保険証を使って治療を受けることはできません。

　交通事故やけんか、飼い主のいる犬や猫等に咬まれ
た場合など第三者によって受けた傷病の場合、その治
療については第三者が負担するべきものですが保険証
を使って治療をうけることもできます。
　この場合、建設国保へ届け出て所定の手続きを行う
必要がありますので保険証を使う時は、すぐに建設国
保へ連絡してください。
　届け出により保険証を使って治療を受けた治療費
については、ひとまず建設国保が７割の金額を医療機関へ支払います
が、それは加害者の代わりに立て替えて支払うというだけで、後日加
害者へ請求し建設国保へ支払っていただくようになりますので、注意
してください。
　示談については、その内容によって建設国保が立て替えている治療
費を加害者に請求できなくなることがあります。慎重に行い、示談の
前には必ず建設国保へ連絡するようにしましょう。

一
食
あ
た
り

非課税低所得Ⅱ
90日までの入院 230円

91日以上の入院(過去12ヶ月間) (※)180円

低所得Ⅰ 110円

上記以外の人 490円

建設国保からのお知らせ 広島県建設国民健康保険組合

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員
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熱中症にご注意を

内　容 件数
打 撲 ・ 捻 挫 ４
飛 来 ・ 落 下 ２
激 突 １
転 墜 落 １
転 倒 １

計 ９

地連名 件数
第 ２ 地 連 福 山 １
第 ２ 地 連 芦 品 １
第 ４ 地 連 広島中央 （１）
第 ５ 地 連 瀬 戸 内 （２）
第 ７ 地 連 広 島 ２ （１）
第 ８ 地 連 広 島 西 １

計 ５ （４）
（　） 内は一人親方

労災事故発生原因

「カンガルーマーク」
クイズ

7月1日の
組織人員
11,710人

紙
面
に
複
数
個
の
「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
」
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
」
の
総
数(

写
真
内
の
も
の
は
含
ま
な
い)

を
お
答
え

く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ(

Ｆ
Ａ
Ｘ
可)

に
、
「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
の
総
数
・
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
所
属
地
連
名
・
『
広
建
新
報
』
に

つ
い
て
ひ
と
こ
と
感
想
」
を
明
記
し
て
、
広
島
建
労
・
県
本
部
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
応
募
可
能
〈
「
組
合
員
専
用
」
ペ
ー
ジ
〉
で
す
。

抽
選
の
上
、
10
人
の
方
へ
ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
応
募
締

め
切
り
は
今
月
末(

消
印
有
効)
ま
で
で
す(

正
解
：
７
月
号
は
８
個)

。

労働災害地連別件数一覧表
令和6年6月分

労災保険に入りましょう

各
コ
ー
ス
で
プ
レ
イ
中

体
を
使
っ
て
じ
ゃ
ん
け
ん

家
族
総
出
で
Ｇ
Ｇ
大
会

健
康
増
進
と
ふ
れ
あ
い

憩
い
の
森
公
園
で

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

第３地連第３地連
しまなみしまなみ

第４地連第４地連
広島中央広島中央

令和5年度・佳作

ゆ
と
り
こ
そ

無
事
故
に
繋
が
る

プ
ロ
の
ワ
ザ

労働安全標語

第6地連江田島
長田　恵子さん

　

【
教
宣
専
門
委
員
・
山
内
和

文
】
晴
天
に
恵
ま
れ
た
６
月
２

日(

日)

、
尾
道
運
動
公
園
Ｂ
＆

Ｇ
で
「
第
12
回
第
３
地
連
し
ま

な
み
Ｇ
Ｇ
大
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

※
あ
く
ま
で
予
定
で
す(

後
日
変
更
あ
り)

。
詳
細
は
県
本

部
ま
た
は
所
属
の
地
連
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

【
教
宣
専
門
委
員
・
織
田
村

智
大
】
６
月
15
日(

土)

、
東
広

島
市
の
憩
い
の
森
公
園
で
第
４

地
連
が
主
催
す
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
組
合
員

の
健
康
促
進
と
親
睦
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
多
く
の
参
加
者
が
集

ま
り
ま
し
た
が
、
朝
か
ら
降
り

続
く
雨
の
中
で
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。
雨
天
に
も
か
か

　

県
・
原
委
員
長
か
ら
は
開
催

に
あ
た
り
「
皆
さ
ん
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
楽
し
か
っ

た
と
周
囲
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
が
組
織
拡
大
の
力
に
な
り

ま
す
」
と
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

組
合
員
と
ご
家
族
の
健
康
増

進
と
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
い
た

だ
く
催
し
と
し
て
始
め
た
「
第

３
地
連
し
ま
な
み
Ｇ
Ｇ
大
会
」

は
、
毎
年
、
家
族
総
出
で
参
加

さ
れ
る
組
合
員
さ
ん
も
多
く
、

開
催
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る

行
事
で
す
。

　

組
合
員
、
家
族
の
皆
さ
ん
が
、

班
に
分
れ
て
各
コ
ー
ス
で
プ
レ

イ
。
温
か
い
日
差
し
を
浴
び
て

18
日　

第
９
地
連
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

23
日　

第
４
地
連
安
全
講
習
会

　

第
５
地
連
特
定
健
診
（
呉
・
坂
）

25
日　

第
２
地
連
特
定
健
診
・
節
目
が
ん
検
診

　

第
５
地
連
木
工
教
室
（
坂
）

27
日　

（
一
社
）
訓
練
・
建
築
セ
ン
タ
ー
協
会

　

理
事
会

30
日　

第
３
１
３
回
執
行
委
員
会

　
１
日　

全
国
青
年
技
能
競
技
大
会
事
前
講
習
会

　

第
１
地
連
青
年
部
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
３
日　

第
２
地
連
特
定
健
診
、
節
目
が
ん
・

ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
肺
が
ん
検
診

　
５
日　

第
１
地
連
第
２
回
特
定
健
診

　
７
日　

第
８
地
連
特
定
健
診
、
節
目
が
ん
・

ア
ス
ベ
ス
ト
検
診

　
８
日　

全
国
青
年
技
能
競
技
大
会
事
前
講
習
会

　

丸
の
こ
特
別
教
育

10
日　

四
役
・
地
連
長
会
議

12
日　

青
年
部
会

21
日　

第
６
地
連
特
定
健
診

29
日　

第
５
地
連
特
定
健
診

　

第
６
地
連
青
年
部
親
睦
会

29
〜
30
日　

第
１
地
連
社
保
対
研
修
旅
行

▼
８
〜
９
月
の
行
事
予
定
▲

わ
ら
ず
、
多
く
の
参
加
者
が
カ
ッ

パ
や
傘
を
持
参
し
、
意
欲
的
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

憩
い
の
森
公
園
は
自
然
豊
か

な
広
大
な
公
園
で
あ
り
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
美
し
い
森
林

を
巡
る
約
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

ル
ー
ト
を
歩
き
ま
し
た
。

締
め
く
く
り
に
ク
ジ
引
き
や

じ
ゃ
ん
け
ん
が
あ
り
、
防
災
グ
ッ

ズ
の
景
品
を
も
ら
え
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
参
加
者
は
満
足
し

て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

組
合
は
今
後
も
こ
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
組
合
員

の
健
康
促
進
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

８月９月

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

１
打
ご
と
に
会
話
も
弾
み
、
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
が
あ
れ
ば
歓
声
が

沸
き
、
皆
で
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

毎
年
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん

を
連
れ
て
参
加
さ
れ
る
組
合
員

さ
ん
も
お
り
、
彼
ら
の
成
長
を

喜
ぶ
皆
さ
ん
の
笑
顔
も
眩
し
く

楽
し
そ
う
で
し
た
。

　

毎
年
優
勝
は
来
賓
の
地
連
長

に
さ
ら
わ
れ
る
の
で
す
が
、
今

年
は
組
合
員
さ
ん
の
手
に
取
り

戻
し
ま
し
た
！

　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
、

組
合
員
、
家
族
の
皆
さ
ん
が
親

睦
を
深
め
、
大
会
を
無
事
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｑ1： 暦年課税制度より相続時精算課税制度を選択した方が、お得
なケースがあると聞いたのですが、本当ですか？
Ａ1：はい。今月号ではケース②についてお伝えします。
【相続時精算課税制度を選択した方が、
　税金を抑えられる主なケース②】
※ただし、相続時精算課税制度を選択した
　方が良いかどうかは、ケースバイケースです。

　上記の例のように、父が相続時精算課税制度を選択し、母が暦
年課税制度を選択した場合、子供は年間220万円の贈与まで非課
税となります。
　しかし、父も母も暦年課税制度を選択した場合、暦年課税制度
の基礎控除は「贈与を受けた人ごとに1年間に110万円」であるた
め、子供の年間非課税枠は110万円となってしまいます。
　このように複数人から贈与を受けるケースでは、相続時精算課
税制度を選択した方が税金を抑えられるケースがあります。

　金額にもよりますが、複数人から贈与を受け
るケースでは、一般的に相続時精算課税制度を選択した方が税金
を抑えられるケースがあります。

税金Ｑ＆Ａコーナー 税金対策部

相続時精算課税制度
part
3

複数人から贈与を受けるケース

例

母 子供（＝18歳以上）

父（＝60歳以上）

相続時精算
課税制度を
選択

年間
220万円の
贈与まで
非課税

暦年
課税制度を
選択

基礎控除
110万円

基礎控除
110万円

　全建総連は、一般社団法人建設技能人材機構（JAC）
の正会員であり、特定技能外国人の受け入れの際に必要
となる「証明書」を発行することができます。
　広島建労では、建設業全職種の特定技能外国人の受
け入れ証明書の申請を受け付けています。（申請対象と
なる特定技能者については入職後、速やか
に広島建労へご加入ください）
　手続き方法や手数料の詳細に
ついては、建労HPでご確認ください。

　建設特定技能受入計画の認定要件のひとつとして、受
入企業・１号特定技能外国人の建設キャリアアップシステム
（CCUS）への登録が必要です。
　JACでは、「CCUS手数料支援」として、特定技能外国人を
雇用する事業者の管理者ID利用料、特定技能外国人の能力
評価手数料を全額支援しています。
　申請はwebフォームで行えます。
　詳細は、一社）建設技能人材機構
HPでご確認ください。
https://jac-skill.or.jp/support-service/ccus-fee-support.php

特定技能外国人受け入れに係る証明書

CCUS費用負担を支援 建設技能人材機構

水
分
・
塩
分
補
給
・
涼
し
い
服
装

https://www.wbgt.env.go.jp/heatillness.php
https://www.wbgt.env.go.jp/heatillness_library.php

環境省の熱中症予防情報サイトには熱中
症について学べる動画がたくさん！
右のQRコードを読み取ってご覧ください

日
陰
を
利
用日

傘
・
帽
子
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